
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
530
億
２
千
243

万
１
千
円
（
前
年
度
対
比
２
・
４
％
減
）、

３
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
）
を
含
め
る
と
756
億
４

千
893
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
504
億
９
千
418
万

６
千
円
（
前
年
度
対
比
１
・
１
％
減
）、

特
別
会
計
を
含
め
る
と
727
億
７
千
614
万
8

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収

入
は
、
20
億
７
千
107
万
円
、
収
益
的
支
出

は
19
億
４
千
68
万
８
千
円
、
資
本
的
収
入

は
、
65
万
９
千
円
、
資
本
的
支
出
は
、
３

億
９
千
651
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
決
算
に
つ
い
て
、
８
月
31
日
の
本

会
議
に
お
い
て
議
長
を
除
い
た
22
人
で
構

成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
鈴
木
成
夫
委

員
長
）
に
付
託
し
、
９
月
27
日
か
ら
10
月

３
日
の
５
日
間
、
約
33
時
間
に
わ
た
り
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
一

般
会
計
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
不
認
定
と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
以
降
、
６
年
連
続
の
不

認
定
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
及

び
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
採
決

の
結
果
、
認
定
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
第
3
回

　

定
例
会
日
誌

【
８
月
】

31
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
採
決
）

【
９
月
】

１
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
、
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

11
日　

厚
生
文
教
委
員
会

12
日　

建
設
環
境
委
員
会

13
日　

総
務
企
画
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

20
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

25
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
委
員
会
付
託
・
採
決
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
）

27
日　

決
算
特
別
委
員
会

28
日　

決
算
特
別
委
員
会

29
日　

決
算
特
別
委
員
会

【
10
月
】

２
日　

決
算
特
別
委
員
会

３
日　

決
算
特
別
委
員
会

５
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
（
宮
下
誠
議
長
）
は
、
８
月
31
日
に
開
会
し
、
10
月
５
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。 第
3
回
定
例
会
の
概
要

令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

庁舎等建設再開予算　債務負担行為の補正予算を可決

６
年
連
続
で
不
認
定

令
和
4
年
度
一
般
会
計
決
算

第６９回小金井の四季の観光写真コンクール　推薦「晩秋の輝き」高橋 美奈子　写真提供：小金井市観光まちおこし協会

※円グラフの決算額は千円の位を四捨五入しているため、
構成率の合計が100％にならない場合があります。

市税
 229億784万円　41.0%

国庫支出金  115億9,140万円 　 25.5%

その他
58億1,728万円　 11.9%

地方消費税交付金
28億6,880万円　  5.0%
繰入金
18億5,476万円   1.6%

都支出金
79億8,235万円　 15.0%

歳入
530億2,243万円その他

　8億3,636万円　1.7%
議会費
　3億5,663万円　0.7%
消防費
 15億6,811万円　3.1%
公債費
 22億1,493万円　4.4%
土木費
 30億2,430万円　6.0%

民生費　264億7,313万円　52.4%
衛生費　 64億9,503万円　12.9%

教育費　　39億5,481万円　  7.8%
総務費　　55億7,093万円　11.0%

歳出
504億9,419万円

本
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
千
178
万
５
千
円
減
額
し
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
517
億
９
千
138
万

円
と
す
る
も
の
で
、
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新

福
祉
会
館
建
設
実
施
設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
の
減
額
分
の
全
額
を
翌
年
度
以
降
に
債
務

を
負
担
す
る
も
の
と
し
て
、
２
年
間
の
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

本
件
は
、
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
庁
舎
・

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
を
再
開
す
る
た

め
の
実
施
設
計
委
託
料
等
の
補
正
予
算
に
対

し
、
議
員
提
案
に
よ
る
設
計
検
証
を
行
う
た

め
の
経
費
を
追
加
す
る
修
正
案
の
可
決
、
ま

た
、
関
連
す
る
決
議
の
可
決
を
受
け
、
市
が

令
和
５
年
８
月
ま
で
現
設
計
の
検
証
を
行
っ

た
結
果
を
基
に
実
施
設
計
期
間
を
延
長
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

本
補
正
予
算
は
、
９
月
25
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
起
立
採
決
の
結
果
、
予
算
特
別
委

員
会
（
坂
井
え
つ
子
委
員
長
）
に
付
託
す
る

こ
と
が
決
定
し
、
10
月
５
日
の
委
員
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
５
日
の
本
会
議
で
は
、
本
補
正
予

算
に
対
し
て
、
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
否
決
し
た
後
、
原
案
を
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
回
）
を
可
決

一般会計歳入歳出決算の内訳

令和 5年
第 3回定例会
第285号

令和5年（2０23年）
12月1日発行市議会だより
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

西
岡
前
市
長
在
任
７
年
間
の
行
政

効
果
は
「
子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ
る

ま
ち
に
な
っ
た
」
こ
と
。
こ
の
間
の

就
学
前
児
童
575
名
増
は
多
摩
26
市
２

位
と
な
る
増
加
状
況
で
、
過
去
発
生

率
ワ
ー
ス
ト
で
あ
っ
た
本
市
の
待
機

児
童
を
解
消
し
た
実
績
は
顕
著
。
こ

の
間
、
児
童
福
祉
費
を
約
倍
増
し
、

人
口
７
千
人
増
、
単
年
度
市
税
歳
入

21
億
円
増
、
基
金
残
高
71
億
円
増
、

市
債
残
高
約
100
億
円
減
は
、
財
政
健

全
化
へ
の
客
観
的
事
実
。
結
果
、
都

統
計
平
均
年
齢
で
多
摩
26
市
中
、
２

番
目
に
若
い
市
と
な
っ
た
こ
と
を
含

め
、
総
合
的
に
評
価
し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

新
庁
舎
建
設
は
、
議
会
の
議
決
を

経
な
が
ら
、
目
指
し
て
い
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
を
求

め
る
。
公
立
保
育
園
に
関
し
て
、
前

市
長
に
よ
る
“
廃
園
条
例
”
の
専
決

処
分
が
あ
り
、
白
井
市
長
が
提
案
し

た
条
例
も
２
本
否
決
し
た
。
新
た
な

プ
ロ
セ
ス
を
考
え
示
す
こ
と
を
求
め

る
。
優
先
整
備
２
路
線
の
中
止
を
東

京
都
に
求
め
る
要
望
書
は
未
提
出
で
、

調
整
中
の
答
弁
が
続
い
た
。
要
望
書

提
出
及
び
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
求
め
る
。「
学
べ
な
い
組
織
に
未

来
は
な
い
」
と
い
う
白
井
市
長
の
発

言
に
期
待
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

西
岡
前
市
長
辞
職
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
保
育
園
の
件
、
短
期
間
に
多

く
の
民
間
保
育
園
の
設
置
で
現
在
空

き
が
出
て
、
さ
ら
に
補
助
金
の
不
正

受
給
の
問
題
が
起
き
る
な
ど
計
画
性

を
欠
く
施
策
で
あ
っ
た
。
庁
舎
等
建

設
も
途
中
で
突
然
中
断
し
た
。
公
民

館
や
集
会
所
の
設
備
の
不
具
合
が
続

く
こ
と
を
何
度
か
指
摘
し
た
が
、
修

繕
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
令
和

４
年
度
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関

し
て
も
い
く
つ
か
ミ
ス
が
あ
っ
た
。

数
字
上
は
健
全
財
政
と
は
い
え
、
行

政
運
営
上
の
問
題
が
大
き
か
っ
た
こ

と
が
反
対
の
理
由
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

古
畑
俊
男
（
子
ど
も
の
権
利
）

前
市
長
に
よ
る
保
育
園
廃
止
に
係

る
専
決
処
分
執
行
に
よ
り
、
現
在
二

つ
の
保
育
園
が
、
段
階
的
縮
小
に
向

け
な
が
ら
も
存
続
し
て
い
る
環
境
の

中
で
、
利
用
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
、

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
職
場
環
境
で

職
務
を
全
う
さ
れ
て
い
る
関
係
職
員

の
想
い
を
鑑
み
れ
ば
、
今
回
の
決
算

は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
近
年
多
岐
に
渡
る
様
々
な
事

務
に
向
か
う
職
員
の
勤
務
を
考
え
れ

ば
、
会
派
内
で
も
意
見
が
割
れ
た
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
決
算
全
体
を
否

と
す
る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
と
判
断

し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

西
岡
前
市
長
の
専
決
処
分
に
よ
る

市
立
保
育
園
廃
園
は
違
法
性
の
疑
い

が
あ
り
議
会
は
不
承
認
と
し
た
。
前

市
長
は
辞
職
し
た
が
、
本
来
は
不
承

認
の
事
実
を
受
け
専
決
処
分
を
取
り

消
す
べ
き
だ
っ
た
。
白
井
市
長
の
公

約
は
廃
園
撤
回
。
廃
園
廃
止
条
例
が

否
決
さ
れ
て
も
特
別
再
議
も
監
査
要

求
も
廃
園
廃
止
条
例
の
出
し
直
し
も

で
き
る
。
廃
園
方
針
の
見
直
し
は
す

ぐ
に
で
も
取
り
か
か
る
べ
き
だ
が
未

だ
に
着
手
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
。
数
々
の
事
務
的
ミ
ス
が
発
覚

し
た
当
時
に
議
会
へ
の
報
告
が
な
か

っ
た
こ
と
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

様
々
な
市
民
生
活
支
援
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
点
は
評
価
す
る
が
、
以

下
の
主
な
点
で
問
題
が
あ
り
不
認
定

と
す
る
。
①
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
続
き
市
民
生
活
が
大
変
な
中

に
お
い
て
、
市
民
生
活
支
援
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
。
繰
越
金
25
億
円
を

活
用
す
れ
ば
日
本
共
産
党
が
提
案
し

た
組
替
え
動
議
の
内
容
な
ど
も
実
現

で
き
る
。
②
公
立
保
育
園
の
廃
園
が

専
決
処
分
で
行
わ
れ
た
こ
と
。
③
庁

舎
等
建
設
が
市
民
や
議
会
の
声
を
無

視
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
。
④

ご
み
減
量
に
反
す
る
政
治
姿
勢
で
あ

る
こ
と
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

決
算
年
度
、
我
が
会
派
は
コ
ロ
ナ

禍
や
原
油
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

二
度
の
緊
急
要
望
を
提
出
し
、
市
民

や
事
業
者
等
へ
の
支
援
策
を
要
望
。

国
や
都
の
補
助
金
を
活
用
し
多
く
を

実
現
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
反

対
理
由
の
第
一
は
、
公
立
保
育
園
の

廃
園
問
題
で
市
長
が
突
然
辞
職
し
市

民
に
不
利
益
を
与
え
た
こ
と
。
第
二

に
、
公
共
施
設
で
空
調
設
備
等
が
度

々
故
障
を
起
こ
す
等
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
。
第
三

に
、
審
議
会
委
員
へ
の
報
酬
の
支
払

い
遅
延
等
の
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
斎
藤
康
夫
（
参
政
党
）

反
対
の
理
由
は
、
予
算
執
行
上
の

問
題
や
会
計
処
理
の
不
適
切
の
有
無

で
は
な
い
。
決
算
年
度
中
に
執
行
さ

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
市
民
に
と
っ
て
適
切
で

あ
っ
た
か
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

令
和
３
年
、
４
年
の
死
亡
者
数
は
コ

ロ
ナ
死
を
除
い
て
令
和
２
年
比
約
14

万
人
増
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
究

明
さ
れ
て
い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

数
と
超
過
死
亡
の
増
減
が
一
致
し
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
と
死
亡

者
が
増
え
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

市
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
本
決
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
設
置

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
取
組
等
評

価
で
き
る
点
も
あ
る
が
、
以
下
の
理

由
で
不
認
定
と
判
断
す
る
。
第
一
は
、

長
年
地
域
に
根
付
き
保
育
の
実
践
を

重
ね
て
き
た
公
立
保
育
園
の
廃
園
が
、

前
市
長
に
よ
り
専
決
処
分
と
い
う
前

代
未
聞
の
暴
挙
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
未
だ
公
立
園
の
役
割

や
在
り
方
は
定
義
さ
れ
ず
、
現
市
長

の
公
約
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
第

二
は
、
新
庁
舎
建
設
予
算
が
提
案
さ

れ
ず
10
回
開
催
し
た
協
議
会
は
結
論

を
出
せ
ず
に
終
了
し
、
結
果
的
に
コ

ス
ト
増
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
街
の
仲
間
た
ち
）

決
算
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
、
地
域
応
援
券
発
行
、

学
校
給
食
費
補
助
事
業
、
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
事
業
な
ど
困
っ
て
い
る

市
民
生
活
に
対
し
、
国
の
臨
時
交
付

金
等
を
適
時
適
切
に
活
用
し
事
業
を

行
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
一
方
で
、

所
管
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
り
残

念
な
が
ら
議
決
は
行
え
な
か
っ
た
も

の
の
専
決
処
分
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

職
務
代
理
は
い
た
が
、
お
よ
そ
１
か

月
半
市
長
不
在
の
期
間
が
生
じ
、
市

政
が
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
、
不
認

定
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

組
替
え
動
議
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

第
１
に
、新
庁
舎
等
建
設
に
つ
い

て
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
見
込
め
な
い

現
設
計
の
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。第
２
に
、庁
舎
等
建
設
に

関
す
る
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
「
見

直
し
案
」は
、建
設
費
で
23
億
円
、ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
、70
年
間

で
117
億
円
も
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
で

き
る
と
試
算
さ
れ
る
な
ど
、優
位
な

点
が
明
ら
か
で
あ
り
、現
設
計
と
の

比
較
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。第

３
に
、債
務
負
担
行
為
の
設
定
は
必

要
が
な
く
、広
く
市
民
に
説
明
し
意

見
を
聞
く
た
め
に
１
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

検
証
に
よ
り
、「
現
設
計
」を
前
提

と
し
た
場
合
、抜
本
的
な
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
は
不
可
能
、手
の
施
し
よ
う
が

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。公
共
施
設

整
備
保
全
基
金
の
残
高
は
多
摩
26

市
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
惨
憺

た
る
有
様
で
あ
る
。庁
舎
等
建
設
は

考
え
得
る
す
べ
て
の
方
策
を
尽
く

し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
必
要

が
あ
る
。「
現
設
計
」か
ら
「
見
直
し

案
」へ
の
転
換
は
、市
政
史
上
屈
指

の
行
財
政
改
革
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
生
み
出
し
に
な
る
。「
庁
舎
だ

け
栄
え
て
、民
滅
ぶ
」
よ
う
な
事
業

は
不
適
切
だ
。

原
案
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

６
月
に
示
さ
れ
た
再
開
予
算
は
、

修
正
可
決
さ
れ
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

関
す
る
検
証
が
実
施
さ
れ
た
。９
月

に
結
果
が
報
告
さ
れ
、残
念
な
が
ら

最
も
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
案

に
つ
い
て
も
、十
分
な
財
政
効
果
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。そ

れ
ら
の
結
果
を
受
け
止
め
、我
が
会

派
は
「
現
設
計
を
基
に
事
業
を
速

や
か
に
再
開
す
る
べ
き
」と
判
断
す

る
に
至
っ
た
。10
月
か
ら
始
ま
る
市

民
説
明
会
に
お
い
て
は
、財
政
見
通

し
を
含
め
、市
民
に
丁
寧
に
説
明
を

行
い
、今
後
事
業
が
滞
る
こ
と
が
な

い
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

原
案
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

本
案
は
、６
月
に
全
議
員
の
賛
成

で
可
決
し
た
実
施
設
計
予
算
を
、会

計
処
理
の
た
め
、債
務
負
担
行
為
に

変
更
す
る
だ
け
の
内
容
で
、可
決
す

る
の
が
当
然
で
あ
る
。４
会
派
の
提

案
で
実
施
さ
れ
た
検
証
作
業
で
は
、

大
幅
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
項

目
が
な
い
と
わ
か
り
、庁
舎
と
福
祉

会
館
の
同
時
竣
工
と
広
場
の
再
検

討
を
設
計
に
反
映
す
る
と
い
う
市

の
判
断
は
合
理
的
で
評
価
で
き
る
。

我
々
議
員
が
現
在
の
任
期
中
に

庁
舎
等
建
設
に
結
論
を
出
し
、ま
ち

づ
く
り
を
前
に
進
め
る
こ
と
は
議

会
と
し
て
の
検
証
の
成
果
で
あ
り
、

責
任
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
食
の
権

利
を
保
障
し
、子
ど
も
の
成
長
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た

物
価
高
騰
で
子
育
て
世
代
が
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
子
育
て
支
援

に
つ
な
が
る
。文
部
科
学
省
は
、給
食

費
の
全
額
補
助
は
自
治
体
の
判
断
と

国
会
で
答
弁
し
て
お
り
、法
律
上
の

問
題
は
な
い
。す
で
に
全
国
400
を
超

え
る
自
治
体
、都
内
22
区
２
市
５
町

村
で
実
施
し
て
い
る
。昨
年
度
の
小

金
井
市
は
25
億
円
の
黒
字
で
あ
り
、

１
割
強
を
活
用
す
れ
ば
実
現
で
き
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

本
意
見
書
は
、女
性
が
被
害
者
と

な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、差

別
を
助
長
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
か

危
惧
す
る
。ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
レ
ズ
ビ
ア
ン
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
当
事
者
や
研
究
者
に
意
見
を

聞
い
た
が
、ト
イ
レ
と
い
う
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
か
つ
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題

に
つ
い
て
対
立
的
に
捉
え
る
こ
と
は

差
別
を
強
く
危
惧
す
る
意
見
が
あ
っ

た
。「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と

を
決
め
な
い
で
」と
す
る
の
が
当
事

者
人
権
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る

こ
と
を
申
し
述
べ
て
私
の
反
対
討
論

と
す
る
。

９
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

厚
生
文
教
委
員
会
（
吹
春
や
す
た
か

委
員
長
）に
付
託
し
、９
月
11
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
件
は
、現
下
の
経
済
政
策
の
下
、

小
金
井
市
立
学
校
に
お
け
る
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、も
っ
て

子
育
て
支
援
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

９
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、起
立

採
決
の
結
果
、起
立
少
数
に
よ
り
否

決
し
ま
し
た
。

　８月１日付けで、斎藤
康夫議員所属の会派より
会派異動届が提出され、
会派名称が次のとおり変
更となりました。
（旧）こがねい市民会議
（新）参政党小金井

会派名称の変更が
ありました

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

学
校
給
食
費
の
補
助
金
の

交
付
に
関
す
る
条
例

女
性
ト
イ
レ
の
設
置
維
持

及
び
そ
の
安
全
と
安
心
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、12月1日（金）午後5時までです。

国民全体の負担が増える恐れがある大
阪・関西万博の中止を求める意見書

2025年日本国際博覧会の準備の遅れが問題となっている。建設費、インフラ
整備費用は膨張している。府民・国民の負担が増えることにならないよう、
関係団体と十分に協議し中止も含め検討することを求める。

× × × × △ △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

人道的見地で難民政策の見直しを求め
ることに関する意見書

入管から難民認定担当を独立させ、基準を明確化し審査への弁護士等の立会
など認定されない状況を改め、裁量による無期限収容をなくす。仮放免者の
就労、自治体判断で各種行政サービスの提供を可とすることを求める。

× × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 〇 × 原案可決

精神科病院の虐待・人権侵害を断ち切
ることを求める意見書

滝山病院事件は一医療機関の患者への虐待や人権侵害だけでなく日本の精
神科病院と施策が抱える構造的問題である。病院の実態調査と入院者救済
策、実効性のある再発防止策、信頼できる精神科医療にすることを求める。

〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 △ 〇 〇 〇 原案可決

女性トイレの設置維持及びその安全と
安心の確保を求める意見書

労働安全衛生規則第６2８条等のトイレにおける原則「男性用と女性用に区別
して設けること」を維持し、不特定多数が使うトイレについて女性用を維持
し、女性の安全・安心を確保するために諸方策をとることを求める。

〇 〇 〇 〇 △ 〇 × △ △ 〇 × × × × × 〇 〇 議 × 〇 × × 〇 原案可決

米軍横田基地でのＰＦＡＳ（有機フッ
素化合物）漏出について、立ち入り調
査と全容解明を求める意見書

米軍横田基地でのPFAS（有機フッ素化合物）を含む泡消火剤の漏出情報の
存在を防衛省が認めた。PFASは、人間に与える影響が判明している。早期
に米軍横田基地への調査と全容解明に全力を挙げることを求める。

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 議 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

食料自給率の向上と農業従事者の支援
を求める意見書

1 農業従事者数確保に向けた年次目標の計画策定、 2 政府が定めた食糧自給
率生産費ベース75%への向上、 3 耕作放棄地の現状把握、再生と有効利用の
具体策、 4 農業生産発展と平均農業所得向上の年次計画策定を求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注
入療法）に対する適正な診療上の評価
等を求める意見書

脳脊髄液漏出症で、日常生活を阻害する症状に苦しむ患者に対し、ブラッド
パッチ療法が保険適用となったが、要件の「起立性頭痛を有する患者」とい
う条件を伴わない患者がいる。適切な措置を講ずるよう強く求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

脱炭素と自然再興に貢献するサーキュ
ラー・エコノミー（循環型経済）の推
進を求める意見書

気候変動防止に向け脱炭素化や生物多様性の保全等は、持続可能な人類社会
にとって最も重要な課題。国に、循環経済関連ビジネスを新たな成長産業と
位置付け、脱炭素と自然再興に貢献する循環型経済の実現を求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 △ × 〇 〇 原案可決

国内最古の高浜原発 1 号機再稼働に抗
議し、「原発ゼロ」の実現を求める意見
書

運転開始後49年の高浜原発 1 号機を、12年ぶりに再稼働した。原発は重大事
故を起こすと人間の手には負えないことを東京電力福島第一原発の重大事
故で経験した。省エネの徹底と再エネの計画的な導入を求める。

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 原案可決

離婚後共同親権制度検討に際し、子ど
もの視点に立った議論を求める意見書

共同親権導入は離婚後の家族の在り方に重大な影響が懸念されるが、子ども
の権利保障の観点が不足したまま拙速に議論が進んでいる。子どもの視点
に立ったあらゆるケースを想定し議論を尽くすことを求める。

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

健康保険証の存続を求める意見書
令和 ６ 年秋に現行の健康保険証が廃止され、 マイナンバーカードに一本化さ
れる。しかし、マイナ保険証に関するトラブルが続出している。誰もが安心
して医療を受けられるように、健康保険証の存続を求める。

× × × × 〇 △ 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 原案可決

公民館や集会所の冷暖房の安定稼働を
求める決議

昨年度の冬に 3 館、今年度の夏にも 3 館で空調設備の故障があった。老朽化
しており、部品の調達も困難で修理に時間がかかりすぎている。施設の改
修・修繕の時期にとらわれず早急に更新をするなど対策の強化を求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

福島原発汚染水海洋放出の中止と見直
しを求める意見書

原発事故で生じた汚染水で他の原発が流すトリチウム水と違う。東京電力
が回収し安全に保管する義務がある。処理汚染水に含まれる放射性物質は
海水で薄めても変わらず総量規制もない。汚染水の発生抑制を求める。

× × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 否　決

より多くの市民の利益につながる方法
で新庁舎等建設を行うことを求める決
議

現設計と庁舎等建設に関する協議会で提案された「見直し案」の比較検証を
行い、「見直し案」を参考に、余計な経費がかからない方法、より多くの市
民の利益につながる方法で新庁舎等建設を進めることを求める。

× × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 否　決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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く件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

【会派略称】 自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和 4 年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × 議 〇 × × × × 決 不認定

令和 4 年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 決 認　定

令和 4 年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 議 〇 〇 × × 〇 決 認　定

令和 5 年度小金井市一般会計補正予算（第 ６ 回） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 予 原案可決

小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 総 原案可決

小金井市立公園、小金井市滄浪泉園緑地及び小金井市環境楽習館の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 建 可　決

令和 5 年度小金井市一般会計補正予算（第 7 回） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 予 原案可決

令和 5 年度小金井市一般会計補正予算（第 7 回）に対する組替え動議（議員提案） × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 即 否　決

小金井市立学校給食費補助金の交付に関する条例（議員提案） × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × 〇 〇 〇 × 厚 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

令和 4 年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、令和 4 年度小金井市下水道事業会計決算の認定について 決 認　定

小金井市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例 総 原案可決

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

市道路線の認定について 建 可　決

令和 5 年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 回）、令和 5 年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 1 回）、令和 5 年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
1 回） 予 原案可決

令和 5 年度小金井市一般会計補正予算（第 5 回）、小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 即 原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて 即 同　意

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　決：決算特別委員会

市 議 会 だ よ り― 3 ― 令和 5年（2023年）12月 1 日発行（285号）



?!（4面～6面） 9月 5日、6日、7日、8日

一 般 質 問

会
派
の
略
称

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、YouTube
でご覧いただくことができます。

http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党

（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（参 政 党）　参政党小金井
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（緑・つながる）　緑・つながる小金井
（街の仲間たち）　街の仲間たち

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
６
月
議
会
で
武
蔵
小
金
井

駅
北
口
駅
前
東
地
区
市
街
地
再

開
発
準
備
組
合
発
行
の
ま
ち
づ

く
り
ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号
が
配
布

さ
れ
た
。
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
、

多
く
の
市
民
が
待
っ
て
い
る
事

業
で
あ
る
。
ア
特
に
地
域
の
市

民
に
は
情
報
の
発
信
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
イ
人
口
減
少
に

な
っ
て
も
駅
周
辺
に
は
賑
わ
い

の
創
出
が
必
要
で
あ
り
、
継
続

的
に
人
が
集
ま
り
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
展
開
さ
れ
る
場
所
の
確
保

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
ウ
資
金

的
な
準
備
で
基
金
を
積
み
立
て

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
準
備
組
合
と
し
っ

か
り
調
整
し
た
い
。
イ
貴
重
な

意
見
と
受
け
止
め
た
い
。
ウ
資

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

昨
年
度
、
市
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
市
民
要
望
の
多
か

っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い

て
。
ア
上
水
公
園
運
動
施
設

（
通
称
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
。以
下

「
市
営
Ｇ
」）に
つ
い
て
、
個
別
施

設
計
画
に
は
管
理
棟
（
建
物
）

の
記
載
の
み
、
整
備
面
で
施
設

計
画
は
あ
る
か
。
イ
本
市
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
に
市
営
Ｇ
の
整

備
計
画
は
あ
る
か
。
ウ
市
営
Ｇ

の
整
備
レ
ベ
ル
向
上
は
、
施
設

の
老
朽
化
対
策
と
は
関
係
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
で
、
今

年
度
の
施
政
方
針
質
疑
で
は

「
場
所
が
な
い
こ
と
が
本
市
の

一
番
大
き
な
課
題
。
そ
の
課
題

に
は
、
限
ら
れ
た
場
所
で
の
質

の
向
上
」
と
市
長
答
弁
が
あ
る
。

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

❶
ア
多
摩
26
市
で
半
数
以
上

の
自
治
体
が
生
成
Ａ
Ｉ
（
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
）
を
導
入
ま
た

は
検
討
し
て
い
る
が
、
本
市
の

検
討
状
況
は
。
イ
ガ
ブ
テ
ッ
ク

東
京
に
期
待
で
き
る
こ
と
は
。

部
長　

ア
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル

等
を
活
用
し
た
検
証
を
行
い
、

利
用
環
境
の
整
備
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
の
推
進
や
Ｄ
Ｘ
人
材
の
活
用
、

将
来
的
に
は
電
子
契
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
等
に
期
待
す
る
。

❷
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
。

ア
桜
町
病
院
は
母
子
分
離
で
母

乳
育
児
し
づ
ら
い
、
イ
矢
島
助

産
院
で
は
宿
泊
も
利
用
し
た
い
、

と
の
声
が
あ
る
が
い
か
が
か
。

部
長　

ア
生
後
４
か
月
以
内

村
山
ひ
で
き

　
（
み
ら
い
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
総
合
決
済

事
業
者
と
個
店
と
の
間
に
は
決

済
、
振
込
手
数
料
等
が
発
生
し

利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。
事
業

者
の
負
担
を
軽
減
し
、
地
域
内

消
費
者
へ
の
還
元
を
増
や
し
、

資
金
の
地
域
外
へ
の
流
出
を
減

ら
す
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
と
い
う
独
自
の
決
済
手
段
を

作
り
出
し
商
圏
を
確
保
し
商
店

を
守
る
べ
き
。
行
政
に
よ
る
ポ

イ
ン
ト
付
与
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
で
行
う
こ
と
も

可
能
。
ア
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

の
課
題
は
。
イ
さ
く
ら
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
の
課
題
は
。
ウ

さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続

し
発
展
的
に
課
題
を
解
消
す
る

た
め
、
関
係
地
域
団
体
、
地
元

金
融
機
関
、
市
の
３
団
体
で
研

究
す
る
場
を
つ
く
ら
な
い
か
。

課
長　

ア
地
域
通
貨
は
限
ら

れ
た
地
域
や
共
同
体
の
中
で
使

用
す
る
仕
組
み
。
消
費
者
に
と

っ
て
広
域
的
な
使
用
が
で
き
ず

利
便
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。

導
入
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
誰
が
負
担
す
る
の
か
も

課
題
。
消
費
者
が
「
使
っ
て
み

よ
う
、
使
い
続
け
よ
う
」
と
思

え
る
か
、「
自
走
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
か
」
が
ポ
イ
ン

ト
。
イ
加
盟
店
は
ピ
ー
ク
時
の

約
半
分
の
78
店
、
ポ
イ
ン
ト
売

上
額
も
２
割
程
度
ま
で
減
少
。

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
課
題
。

ウ
商
業
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
中
で
同
じ
よ
う
な
事
業

形
態
を
維
持
す
る
の
は
厳
し
い
。

研
究
課
題
と
し
た
い
。

さ
ら
に
本
市
基
本
構
想
の
施
策

の
方
向
性
の
冒
頭
に
は
「
施
設

の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
」
と

あ
る
。
市
営
Ｇ
の
整
備
計
画
を

作
る
な
り
、
市
民
に
見
え
る
形

で
協
議
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
い
か
が
か
。

部
長　

ア
中
長
期
的
な
維
持

保
全
の
方
向
性
が
な
く
、
策
定

し
て
い
な
い
。
イ
具
体
的
整
備

内
容
の
計
画
は
な
い
。
老
朽
化

対
策
優
先
で
施
設
改
修
す
る
。

教
育
長　

ウ
市
営
Ｇ
の
整
備

は
大
き
な
課
題
と
捉
え
る
。
現

時
点
で
は
具
体
的
な
約
束
は
難

し
い
が
、
問
題
点
は
認
識
し
て

お
り
、
引
き
続
き
努
力
す
る
。

■
そ
の
他
、
市
道
に
越
境
す
る

樹
木
の
対
応
と
市
民
へ
の
周
知
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
環

境
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

料
作
成
の
中
で
整
理
し
て
い
く
。

❷
図
書
館
本
館
に
つ
い
て
、

昨
年
３
月
発
行
の
図
書
館
基
本

計
画
に
、
施
設
の
収
蔵
能
力
は

既
に
限
界
を
超
え
て
い
る
と
あ

る
。
多
摩
26
市
の
比
較
で
、
市

民
一
人
当
た
り
図
書
費
は
上
か

ら
２
番
目
だ
が
、
延
べ
床
面
積

は
下
か
ら
３
番
目
。
ゆ
っ
た
り

と
書
籍
な
ど
に
目
を
通
す
環
境

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
長
寿
命

化
計
画
で
は
修
繕
を
図
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
上
こ
れ
で
良
い
の
か
。

部
長　

関
係
部
署
と
連
携
を

持
ち
適
切
な
施
設
の
在
り
方
に

努
め
た
い
。

教
育
長　

課
題
が
大
き
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

市
長　

優
先
す
べ
き
機
能
を

教
育
委
員
会
と
も
検
討
し
た
い
。

な
ら
母
子
同
室
が
可
能
。
イ
利

用
者
の
声
も
あ
り
、
拡
充
を
事

業
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

❸
ア
保
育
園
児
１
人
に
年
間

約
214
万
円
の
税
金
が
使
わ
れ
、

保
育
園
未
利
用
の
０
～
２
歳
児

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
。
何
か

支
援
が
必
要
で
は
。
イ
子
育
て

応
援
券
の
検
討
状
況
は
。
ウ
子

ど
も
商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
。

部
長　

ア
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
や
す
く
な
り
子
育
て
世
代

の
支
援
に
つ
な
が
る
が
、
大
規

模
な
事
業
で
あ
り
、
本
市
で
実

施
す
る
な
ら
ば
、
か
な
り
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
負
担
に
な
る
。

ウ
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
や

事
務
の
負
担
軽
減
、
効
率
化
に

つ
な
が
る
。
課
題
は
あ
る
が
導

入
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

支
援
プ
ラ
ン（
以
下
「
プ
ラ
ン
」）

作
成
の
努
力
義
務
化
に
伴
う
プ

ラ
ン
作
成
は
、
近
助
（
隣
近
所

の
助
け
合
い
）
で
と
考
え
る
が
、

プ
ラ
ン
作
成
者
数
を
増
や
す
工

夫
、
支
援
者
選
定
の
課
題
は
何

か
。
ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
以
外

の
障
が
い
者
の
プ
ラ
ン
作
成
に

障
害
者
相
談
事
業
所
の
活
用
を

検
討
し
な
い
か
。

部
長　

令
和
５
年
７
月
20
日

に
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
モ

デ
ル
地
区
自
治
会
連
絡
会
を
開

催
し
課
題
共
有
と
意
見
交
換
を

し
た
。
令
和
６
年
１
月
頃
に
は

優
先
度
の
高
い
名
簿
登
載
者
100

人
に
対
し
プ
ラ
ン
作
成
者
を
募

る
予
定
。
自
治
会
連
絡
会
で
今

後
の
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て
。

⑴
市
主
体
で
民
間
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
に
作
成
依
頼
⑵
従
来

ど
お
り
町
会
・
自
治
会
で
作
成

す
る
⑶
本
人
ま
た
は
家
族
が
作

成
す
る
３
パ
タ
ー
ン
の
説
明
を

し
た
。
障
害
者
相
談
事
業
者
へ

の
協
力
依
頼
は
検
討
中
。

■
そ
の
他
、
防
災
力
向
上
の
た

め
の
自
主
防
災
組
織
の
支
援
拡

充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

今
、
医
療
関
係
者
か
ら
男
子

へ
も
接
種
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
る
。
成
人
後
接
種
は
効
果
が

薄
く
、
若
い
う
ち
に
接
種
す
る

方
が
効
果
が
あ
る
と
デ
ー
タ
で

出
て
い
る
。
年
齢
的
に
13
歳
を

目
処
と
し
た
方
が
い
い
と
い
う

説
も
あ
る
。
男
子
接
種
の
メ
リ

ッ
ト
は
性
交
渉
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
年
間

約
１
万
人
と
言
わ
れ
る
国
内
の

子
宮
頸
が
ん
発
症
を
将
来
的
に

防
げ
る
。
我
が
国
含
む
世
界
的

な
傾
向
で
中
咽
頭
が
ん
の
発
症

率
が
男
女
と
も
増
加
傾
向
で
あ

る
。
25
年
前
と
比
較
し
て
男
性

２
・
５
倍
、
女
性
３
倍
で
あ
る
。

新
規
診
断
患
者
の
半
数
以
上
が

Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連
感
染
と
考
え
ら
れ

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
９
月
１
日
は
関
東
大
震
災

か
ら
100
年
の
節
目
と
な
る
防
災

の
日
で
あ
る
。
防
災
の
取
組
と

し
て
発
災
後
に
生
活
環
境
の
悪

化
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
亡
く

な
る
災
害
関
連
死
へ
の
対
策
も

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
ト
イ

レ
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
と
さ

れ
る
。
ア
避
難
所
と
な
る
学
校

の
屋
内
運
動
場
、
屋
外
に
あ
る

ト
イ
レ
の
状
況
は
。
イ
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
は
。
ウ
避

難
想
定
に
お
い
て
防
災
計
画
に

定
め
た
数
に
対
す
る
充
足
状
況

は
。
エ
自
宅
避
難
時
の
ト
イ
レ

対
策
を
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

ア
最
優
先
課
題
と
し

て
洋
便
器
化
を
実
施
し
令
和
３

年
度
に
は
全
校
の
整
備
を
完
了

し
た
。
イ
小
中
学
校
14
校
の
う

ち
10
校
で
整
備
済
み
。
来
年
度

に
は
全
て
に
整
備
さ
れ
る
。
ウ

来
年
度
で
充
足
さ
れ
る
。
エ
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

❷
単
身
高
齢
者
の
住
居
問
題

に
つ
い
て
、
連
帯
保
証
人
や
緊

急
時
の
連
絡
先
の
確
保
、
訪
問

な
ど
に
よ
る
見
守
り
支
援
な
ど

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
対

応
・
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
入

居
を
拒
ま
な
い
低
家
賃
の
住
宅

の
確
保
な
ど
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

面
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

ア
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
最

新
の
見
守
り
制
度
を
導
入
し
な

い
か
。
イ
社
協
の
「
お
た
す
け

あ
ん
し
ん
パ
ッ
ク
」
の
周
知
を
。

部
長　

ア
検
討
を
進
め
て
い

く
。
イ
本
事
業
の
今
後
の
経
過

を
注
視
す
る
。

る
。
接
種
男
子
の
陰
茎
が
ん
、

肛
門
が
ん
等
の
予
防
に
も
な
る
。

欧
米
各
国
で
は
男
子
へ
も
積
極

的
な
接
種
勧
奨
が
進
み
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
男
子
女
子
共
に

８
割
近
く
、
ア
メ
リ
カ
で
も
男

子
女
子
共
に
５
割
を
超
え
る
接

種
を
し
て
い
る
。
国
内
で
も
市

区
町
９
行
政
で
男
子
接
種
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市

で
も
男
子
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
を
検
討
し
な
い
か
。

部
長　

小
金
井
医
師
会
か
ら

男
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
助
成
の
要
望
を
受
け
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
男
子
接
種
の
定

期
接
種
化
の
議
論
中
で
あ
る
。

都
の
自
治
体
へ
の
補
助
金
実
施

の
動
向
や
既
に
実
施
し
て
い
る

自
治
体
や
近
隣
市
の
状
況
を
注

視
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

市
内
に
一
つ
し
か
な
い
市
営

屋
外
運
動
場
の
整
備
向
上
を

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
再
開
発
／

図
書
館
本
館
の
将
来

避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
は

「
近
助
」の
チ
カ
ラ
で

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
創
設
し

地
域
経
済
の
振
興
を

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
／
産
後
ケ
ア

の
拡
充
／
０
～
２
歳
支
援

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
／

単
身
高
齢
者
の
住
居
対
策

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

男
子
接
種
に
も
助
成
を

個
別
支
援
プ
ラ
ン
作
成
者
数
を
説
明

す
る
鈴
木
議
員

市 議 会 だ よ り ― 4 ―令和 5年（2023年）12月 1 日発行 （285号）



高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
市
長
が
就
任
さ
れ
て
10

か
月
に
な
る
が
、
本
年
度
予
算

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
自
身
の

政
策
意
思
は
十
分
に
反
映
で
き

て
い
る
か
。
イ
改
善
し
た
い
課

題
認
識
は
。

市
長　

ア
基
本
構
想
・
前
期

基
本
計
画
に
基
づ
く
予
算
で
あ

り
政
策
意
思
を
反
映
。
イ
現
時

点
で
評
価
、
課
題
を
述
べ
る
こ

と
は
差
し
控
え
る
。

❷
保
育
園
２
園
の
募
集
停
止

が
進
ん
で
お
り
、
市
長
の
政
策

意
思
が
執
行
に
反
映
さ
れ
ず
市

長
の
公
約
に
反
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

二
元
代
表
制
の
観
点

か
ら
も
適
切
に
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

❸
ど
の
よ
う
な
も
の
を
白
井

カ
ラ
ー
と
し
て
盛
り
込
み
、
削

る
と
お
考
え
か
。

市
長　

本
市
に
お
け
る
課
題
、

市
長
と
し
て
公
約
に
掲
げ
た
こ

と
、
財
政
状
況
や
財
政
規
律
な

ど
踏
ま
え
、
政
策
の
優
先
順
位

を
持
ち
、
判
断
し
、
適
切
に
組

ん
で
い
き
た
い
。

❹
本
市
に
お
け
る
専
決
処
分

の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
説
明

を
。部

長　

や
む
を
得
な
い
場
合

に
運
用
し
て
き
た
。

❺
西
岡
前
市
長
に
よ
る
廃
園

条
例
の
専
決
処
分
も
同
様
か
。

部
長　

同
様
の
認
識
で
実
施
。

❻
今
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な

い
か
。

市
長　

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
か
ら
呼
称
変
更
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
被
害
に
つ

い
て
。
ア
令
和
３
年
度
に
本
市

で
発
生
し
た
被
害
者
の
接
種
時

の
学
年
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と

接
種
回
数
、
症
状
と
治
療
法
、

現
在
の
状
況
は
。
イ
進
路
に
関

わ
る
大
切
な
時
期
だ
が
、
学
校

や
医
師
会
と
の
連
携
は
。
ウ
接

種
を
勧
奨
し
た
自
治
体
と
し
て

の
責
任
は
。
エ
接
種
者
536
人
で

被
害
発
生
は
頻
度
が
高
い
。
接

種
者
の
追
跡
調
査
を
す
る
べ
き
。

オ
男
子
へ
の
接
種
に
つ
い
て
、

１
月
か
ら
３
月
の
厚
労
省
の
副

反
応
報
告
で
重
篤
11
名
中
死
亡

１
名
と
あ
る
。
学
齢
期
の
男
子

へ
の
接
種
の
効
果
と
リ
ス
ク
に

清
水
が
く

（
街
の
仲
間
た
ち
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
で
感
染
す

る
。
接
種
を
し
て
い
れ
ば
性
交

渉
に
よ
っ
て
相
手
に
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ
せ

る
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
女
性
の

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

男
性
に
お
い
て
も
中
咽
頭
が

ん
、
陰
茎
が
ん
、
肛
門
が
ん
等

を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
。
が

ん
で
苦
し
む
方
々
を
減
ら
す
た

め
に
男
女
と
も
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
へ
の

集
団
免
疫
を
つ
く
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
大
き
な
効
果
に
も
つ

な
が
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
選

択
で
き
る
任
意
接
種
に
お
い
て

市
の
助
成
が
必
要
と
考
え
る
。

あ
わ
せ
て
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

「
制
度
に
子
ど
も
を
当
て
は

め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
に

制
度
を
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
た
不
登
校
支
援

の
重
層
的
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

ア
現
在
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
。
イ
不
登
校
の
30
％
～
40
％

が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
る
起
立

性
調
節
障
害
の
児
童
生
徒
数
は
。

大
き
な
課
題
で
あ
り
な
が
ら
、

実
態
や
苦
し
み
が
知
ら
れ
て
い

な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
て
周
知
啓
発
す
べ
き
。
ウ
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
支
援
施

設
は
必
要
と
考
え
る
か
。
連
携

状
況
は
。
利
用
者
や
施
設
へ
経

済
支
援
す
べ
き
。
エ
中
学
校
の

学
習
支
援
に
注
力
す
べ
き
。
オ

新
た
に
始
ま
っ
た
校
内
別
室
指

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

国
が
５
省
庁
合
同
で
作
成
し

た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
文
言
を

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
香

り
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
」

と
改
訂
し
た
。
香
り
付
き
製
品

は
使
用
量
を
守
っ
て
も
影
響
が

出
る
方
が
い
る
た
め
、
十
分
で

は
な
い
が
周
知
は
必
要
だ
。
ア

消
費
生
活
相
談
室
に
相
談
は
あ

っ
た
の
か
。
イ
健
康
被
害
の
声

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
香
害
・
化

学
物
質
過
敏
症
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ウ

周
り
の
人
が
知
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。
エ
市
民
部
と
福

祉
保
健
部
で
、
取
り
組
む
旨
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
国
の
５
省
庁

連
名
の
周
知
の
よ
う
な
横
断
的

な
周
知
を
、
総
合
調
整
権
の
あ

る
市
長
に
求
め
る
。

課
長　

ア
２
０
２
２
年
度
に

１
件
あ
っ
た
。
イ
消
費
者
相
談

全
体
に
占
め
る
割
合
は
低
い
が
、

個
々
の
相
談
者
の
状
況
は
深
刻

だ
。
国
の
ポ
ス
タ
ー
改
訂
を
受

け
、「
香
り
の
マ
ナ
ー
」
啓
発
ポ

ス
タ
ー
改
訂
を
予
定
し
て
い
る
。

部
長　

ウ
様
々
な
特
性
を
持

っ
た
人
が
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
す
点
に
お
い
て
も
一
定
の

周
知
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
が
考

え
ら
れ
る
。
部
内
で
考
え
る
。

市
長　

エ
化
学
物
質
が
日
常

生
活
に
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
、
香
害
に
苦
し
ん
で
い
る

方
が
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
問

題
提
起
を
ご
丁
寧
に
い
た
だ
い

た
。
庁
内
横
断
的
な
周
知
も
含

め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

頭
頸
部
外
科
学
会
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
男
子
へ
の
定
期
接
種

化
を
国
に
要
望
し
、
東
京
都
医

師
会
も
東
京
都
に
同
様
の
要
望

を
し
た
。
私
か
ら
も
市
に
対
し
、

機
会
あ
る
ご
と
に
国
や
東
京
都

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
化
の
要
望
を
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

部
長　

小
金
井
市
医
師
会
か

ら
も
同
様
の
ご
提
案
が
あ
っ
た
。

現
在
、
国
で
も
議
論
し
て
い
る

状
況
で
、
東
京
都
の
自
治
体
へ

の
補
助
の
実
施
の
動
向
、
現
在

助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の

状
況
等
を
注
視
し
、
先
般
の
厚

生
文
教
委
員
会
で
は
重
く
受
け

止
め
る
旨
の
答
弁
を
し
た
と
こ

ろ
で
、
今
の
時
点
で
は
課
題
と

い
う
形
で
答
弁
す
る
。

つ
い
て
市
の
考
え
は
。
カ
市
内

で
の
副
反
応
被
害
を
接
種
対
象

者
に
周
知
す
る
べ
き
。

部
長　

ア
症
状
等
は
個
人
情

報
な
の
で
答
弁
は
控
え
る
。
本

年
５
月
に
国
に
進
達
し
審
査
待

ち
で
あ
る
。
イ
本
件
で
は
必
要

な
い
。
ウ
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

エ
国
が
調
査
分
析
す
る
べ
き
。

オ
男
子
特
有
の
副
反
応
症
状
は

散
見
さ
れ
な
い
。
カ
個
別
の
事

例
は
周
知
し
な
い
。

❷
ア
災
害
時
に
給
水
所
で
配

布
す
る
水
は
浄
水
か
原
水
か
。

イ
震
災
対
策
用
井
戸
の
水
は
飲

用
に
適
し
て
い
る
の
か
。
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
検
査
は
し
て
い
る
か
。

部
長　

ア
水
道
水
と
同
じ
浄

水
で
あ
る
。
イ
適
し
て
い
る
井

戸
と
適
し
て
な
い
井
戸
が
あ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
は
し
て
い
な
い
。

導
の
状
況
は
。
教
室
で
は
な
い

居
場
所
と
し
て
期
待
し
て
お
り
、

全
校
で
設
置
し
て
い
く
べ
き
。

カ
今
後
の
不
登
校
対
策
は
。

部
長　

ア
小
学
校
150
名
、
中

学
校
120
名
。
イ
正
確
な
人
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
理
解
促
進

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
い
。

ウ
必
要
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
主
催
者
を
招
致
し
副
校
長

会
で
講
演
会
を
行
っ
た
。
経
済

的
支
援
は
東
京
都
事
業
や
他
市

の
動
向
に
着
目
し
て
い
く
。
エ

効
果
的
な
学
習
支
援
の
在
り
方

を
模
索
し
て
い
く
。
オ
周
知
や

指
導
方
法
含
め
て
手
探
り
の
部

分
が
あ
る
。
居
場
所
の
選
択
肢

と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

市
長　

カ
目
指
す
は
公
的
な

学
び
を
保
障
し
、
選
択
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
国
は
子
ど
も
た
ち
を
性
犯

罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
や
加
害

者
・
傍
観
者
に
し
な
い
こ
と
を

目
標
に
、
命
の
安
全
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
思

春
期
学
会
で
は
、
10
代
20
代
の

若
い
世
代
の
性
感
染
症
の
急
増

を
受
け
、
義
務
教
育
に
お
い
て

正
し
い
知
識
と
適
切
な
行
動
を

学
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

ア
若
者
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
年
齢
に
応
じ
た
命
の
安
全

授
業
を
行
う
べ
き
。
イ
命
の
現

場
で
働
く
産
婦
人
科
医
や
助
産

師
に
よ
る
命
の
授
業
（
性
教

育
）
を
実
施
し
な
い
か
。

部
長　

ア
文
部
科
学
省
か
ら

の
教
材
を
使
い
、
義
務
教
育
段

階
に
お
い
て
３
回
の
命
の
安
全

教
育
の
授
業
を
確
実
に
行
う
。

イ
都
が
中
学
生
に
対
し
、
産
婦

人
科
医
に
よ
る
性
教
育
を
実
施

し
て
お
り
、
本
市
で
は
昨
年
２

校
、
今
年
度
３
校
が
中
学
３
年

生
に
授
業
を
行
う
予
定
。

❷
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

に
最
も
身
近
な
学
校
図
書
館
の

充
実
を
。
ア
市
内
の
学
校
図
書

館
の
図
書
購
入
に
つ
い
て
、
廃

棄
と
更
新
は
適
切
か
。
イ
主
権

者
の
資
質
を
身
に
着
け
る
た
め
、

国
は
新
聞
の
配
備
を
推
奨
し
て

い
る
が
我
が
市
も
配
備
す
べ
き
。

部
長　

ア
学
級
数
増
加
や
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ
の
対
応
も

あ
る
。
基
準
は
10
年
だ
が
、
工

夫
し
な
が
ら
図
書
を
提
供
し
て

い
る
。
イ
図
書
館
へ
の
配
備
は

一
部
の
学
校
に
と
ど
ま
る
。

古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

東
京
都
施
行
の
優
先
整
備
路

線
で
あ
る
小
金
井
３
・
４
・
１

号
線
は
、
国
分
寺
崖
線
を
通
り
、

市
内
を
東
西
に
縦
断
す
る
。
ア

当
計
画
は
直
接
公
園
計
画
に
重

複
す
る
面
積
は
少
な
い
が
、
周

辺
の
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
の
見
解
は
。
イ
計
画

線
か
ら
南
側
の
地
域
は
十
分
な

道
路
環
境
と
は
言
え
な
い
。
も

し
小
金
井
３
・
４
・
１
号
線
の

整
備
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
時

に
周
辺
地
域
の
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画

で
は
小
金
井
街
道
前
原
坂
下
交

差
点
と
重
な
り
、
複
雑
な
変
則

五
差
路
と
な
る
。
中
央
線
の
高

架
が
完
了
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
在
も
朝
夕
の
渋
滞
が
発
生
し

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
家
族
に
と
っ
て
最
大
の
関

心
事
で
、
社
会
全
体
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
ア
子
ど
も
を

見
守
る
家
、
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ

ケ
ッ
ト
の
現
状
と
今
後
は
。
イ

登
下
校
時
の
見
守
り
体
制
は
。

ウ
防
災
行
政
無
線
「
ふ
れ
あ
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
」
活
用
は
。
エ
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

動
向
は
。
オ
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
利

用
拡
大
は
。
カ
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
の
理
解
と
協
力
を
。
キ

民
間
事
業
者
と
の
連
携
は
。

部
長　

ア
登
録
件
数
は
１
千

６
件
で
、
登
下
校
と
共
に
地
域

で
安
全
に
過
ご
す
見
回
り
の
場

と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
令
和

２
年
度
に
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、

ス
テ
ッ
カ
ー
か
ら
プ
レ
ー
ト
型

に
変
更
。
今
後
は
防
犯
講
習
会

を
企
画
し
た
い
。イ
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学

務
課
・
小
金
井
警
察
・
道
路
管

理
課
・
交
通
対
策
課
の
通
学
路

点
検
で
指
摘
箇
所
を
対
応
す
る
。

部
長　

ウ
企
画
政
策
課
と
連

携
し
、
小
金
井
市
歌
を
楽
曲
と

す
る
形
で
進
め
て
い
る
。
エ
小

金
井
市
防
犯
指
針
を
定
め
効
果

的
な
防
犯
作
り
に
努
め
る
。
オ

登
録
は
１
万
730
件
、
令
和
５
年

度
か
ら
は
気
象
情
報
・
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
と
連
携
し
て
い
る
。
カ
小

金
井
・
国
分
寺
防
犯
協
会
で
８

団
体
と
活
動
継
続
し
て
い
る
。

キ
２
事
業
者
と
協
定
締
結
、
11

事
業
者
に
協
力
要
請
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
薬
物
乱
用
防
止
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

て
い
る
。
小
金
井
３
・
４
・
１

号
線
が
前
原
坂
下
交
差
点
に
直

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
以
上

に
渋
滞
が
激
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
ウ
都
市
計
画
は
自
然

環
境
保
全
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
観
点
か
ら
慎
重
に
議

論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

ア
道
路
計
画
と
公
園

計
画
の
重
複
す
る
面
積
の
み
で

自
然
環
境
へ
の
影
響
を
評
価
す

る
の
は
難
し
い
。

部
長　

イ
都
市
計
画
道
路
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
証
が
行
わ

れ
、
必
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。市

長　

ウ
環
境
保
全
の
機
能

を
有
す
る
公
園
計
画
と
道
路
等

の
都
市
計
画
と
の
関
係
を
勘
案

し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

男
子
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
市
の
助
成
を
求
め
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
周
知

を
／
震
災
井
戸
は
安
全
か

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

学
校
に
お
け
る
命
の
授
業
の

充
実
を

香
り
の
マ
ナ
ー
で
な
く
香
害

化
学
物
質
過
敏
症
の
周
知
を

昨
年
訴
え
た
不
登
校
支
援
の

重
層
的
取
組
の
現
状
を
問
う

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
で

見
守
り
地
域
の
中
で

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
号

線
の
諸
問
題
に
つ
い
て
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委員会の視察先とテーマ
厚生文教委員会
１０月１６日
▽東京都調布市
　知的障害者援護施設について

議会運営委員会
１０月１８日、１９日
▽岩手県滝沢市
　議員間討議について
　�市民参加（議会モニター、議会
サポーター、議会アドバイザ
ー）について
▽岩手県北上市
　政策提言について
　タブレット端末の活用について

建設環境委員会
１０月24日、25日
▽愛知県名古屋市
　�名古屋交通計画2030の取組につ
いて
▽愛知県蒲郡市
　ごみ減量への取組について

※�過去の行政視察報告書は、議会
図書室（本庁舎４階）または情
報公開コーナー（第二庁舎６
階）で閲覧できます。また、行
政視察報告書を市ホームページ
で公開しています。

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

令
和
４
年
の
合
計
死
亡
者
数

は
令
和
２
年
と
比
べ
コ
ロ
ナ
関

連
死
者
数
を
除
い
て
約
16
万
人

増
加
し
て
い
る
。
広
島
原
爆
に

よ
る
死
者
数
に
匹
敵
す
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
３
回
目
、
４
回

目
、
５
回
目
の
接
種
数
グ
ラ
フ

の
３
つ
の
山
は
超
過
死
亡
数
の

グ
ラ
フ
の
３
つ
の
山
と
時
期
、

形
状
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

原
因
究
明
は
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
の
理
由
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
の
可
能
性
を
否

定
で
き
ず
、
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な

る
方
よ
り
ワ
ク
チ
ン
で
亡
く
な

る
方
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

ア
厚
生
労
働
省
は
、
９
月
20

日
か
ら
の
追
加
接
種
は
高
齢
者

と
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
以
外
の

生
後
６
か
月
以
上
の
努
力
義
務

を
撤
回
し
た
。
こ
の
状
況
の
中
、

小
児
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
慎
重
に
す
べ
き
で
、
接
種
券

を
直
接
送
る
の
で
は
な
く
、
保

護
者
に
考
慮
す
る
機
会
を
与
え

る
た
め
に
ハ
ガ
キ
通
知
に
す
べ

き
。
イ
泉
大
津
市
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
死
亡
者
、
健
康
被
害

者
へ
の
健
康
被
害
支
援
金
制
度

を
小
金
井
市
で
も
導
入
す
べ
き
。

部
長
　
ア
令
和
５
年
秋
の
一

斉
発
送
以
降
、
努
力
義
務
が
外

れ
る
方
に
は
接
種
を
希
望
す
る

方
の
申
請
に
よ
り
接
種
券
を
発

行
す
る
よ
う
に
変
え
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
イ
国
の
制
度

と
し
て
健
康
被
害
救
済
制
度
が

あ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
支
援

金
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
。

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

❶
東
小
金
井
駅
近
く
の
自
転

車
駐
輪
場
が
廃
止
さ
れ
、
市
民

か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

北
口
に
出
店
す
る
大
型
店
舗
の

駐
輪
場
を
増
や
す
こ
と
や
、
区

画
整
理
区
域
内
の
ま
ち
づ
く
り

用
地
の
暫
定
使
用
な
ど
で
増
設

し
な
い
か
。

市
長
　
大
型
店
舗
に
は
附
置

義
務
以
上
の
台
数
の
設
置
を
求

め
て
い
る
。
区
画
整
理
の
状
況

も
踏
ま
え
、
で
き
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

❷
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
。
ア
市
長
は

な
ぜ
、
中
止
の
申
し
入
れ
を
行

わ
な
い
の
か
。
イ
東
京
都
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
、
今
年
度

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
の
予
算

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
４
月
に
で
き
た
ア
ル
ペ

な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
小
金
井
の

把
握
は
。
鎌
倉
の
な
ん
み
ん
セ

ン
タ
ー
の
活
動
の
把
握
は
。
イ

「
鎌
倉
な
ん
み
ん
共
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
参
考
に
地
域
で
の
取

組
を
。
ウ
「
難
民
を
支
え
る
自

治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
参

加
を
。
エ
仮
放
免
者
、
難
民
等

の
把
握
と
支
援
を
。
オ
外
国
籍

市
民
へ
の
支
援
を
居
住
支
援
協

議
会
の
課
題
に
。
カ
外
国
籍
児

童
へ
の
学
校
や
保
育
等
の
支
援

体
制
を
。
キ
学
校
で
難
民
問
題

に
触
れ
る
機
会
は
。

市
長
　
ア
２
０
２
０
年
に
鎌

倉
に
設
立
、
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
住
居
、
食
事
提
供
。
今

年
４
月
に
小
金
井
に
２
つ
目
が

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

新
庁
舎
及
び
新
福
祉
会
館
建

設
事
業
。
市
民
案（
見
直
し
案
）

は
、
執
務
面
積
は
減
ら
さ
な
い

で
、
地
下
駐
車
場
や
中
間
免
震

層
で
減
ら
し
、
２
千
㎡
の
面
積

を
削
減
す
る
。
現
設
計
は
建
設

費
115
億
円
だ
が
、
見
直
し
案
は

91
億
円
と
な
る
。
70
年
間
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
は
、

現
設
計
は
461
億
円
、
見
直
し
案

は
366
億
円
、
差
は
117
億
円
と
い

う
大
き
な
開
き
と
な
る
。
現
設

計
の
ま
ま
進
め
て
い
く
の
は
妥

当
な
の
か
。
私
は
是
正
す
べ
き

と
考
え
る
。

部
長
　
面
積
を
削
減
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
も
連
動
し
て
減
額
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。

開
始
。
イ
後
援
な
ど
で
支
援
。

ウ
所
管
の
整
理
な
ど
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

課
長
　
エ
確
認
で
き
る
仮
放

免
者
は
０
件
。

部
長
　
オ
意
見
と
し
て
承
る
。

多
言
語
表
記
に
つ
い
て
は
研
究
。

カ
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
調
整
の
役
割
。

指
導
主
事
　
キ
小
学
校
６
年

生
の
社
会
科
で
難
民
の
話
題
に

触
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

❷
精
神
病
院
入
院
や
施
設
入

所
後
の
生
活
保
護
利
用
者
も
含

め
て
の
状
況
把
握
を
。
地
域
生

活
中
心
に
。

部
長
　
医
療
保
護
入
院
だ
と

把
握
で
き
る
が
、
任
意
だ
と
把

握
で
き
な
い
。
地
域
の
暮
ら
し

の
支
援
体
制
は
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
議
論
し
て
い
く
。

が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
令
和
３
年
度

の
国
土
交
通
省
の
交
通
量
調
査

結
果
は
過
去
と
比
較
し
て
減
少

し
て
お
り
、
都
の
将
来
交
通
量

予
測
の
根
拠
は
崩
れ
て
い
る
。

市
長
は
早
急
に
都
に
要
請
す
べ

き
で
あ
る
。

市
長
　
ア
調
整
中
で
あ
る
。

部
長
　
イ
新
し
い
交
通
量
デ

ー
タ
に
基
づ
く
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

❸
人
体
に
影
響
が
あ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
に
つ
い
て
、

防
衛
省
は
米
軍
横
田
基
地
か
ら

の
漏
出
を
日
本
共
産
党
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
初
め
て
認
め
た
。
災

害
井
戸
の
検
査
、
血
液
検
査
を

行
わ
な
い
か
。

部
長
　
現
時
点
で
検
査
を
行

う
考
え
は
な
い
。

地
下
駐
車
場
を
地
上
に
置
く
、

執
務
環
境
に
影
響
が
な
い
範
囲

で
中
間
免
震
層
を
な
く
す
と
い

う
考
え
が
前
提
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
削
減
面
積
分
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に

な
る
と
言
え
る
。
意
見
と
し
て

は
伺
う
が
、
私
ど
も
は
現
設
計

を
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

早
期
実
現
を
目
指
す
。

■
そ
の
他
、
連
雀
通
り
の
中
町

の
狭
隘
部
分
（
都
市
計
画
道
路

で
な
い
部
分
）
の
交
通
安
全
に

つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の
事
例

（
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
な
く
し
、

車
道
幅
を
狭
く
し
、
歩
道
ス
ペ

ー
ス
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

大
型
車
の
流
入
を
減
ら
し
、
ま

た
、
自
動
車
が
速
度
を
落
と
す

よ
う
に
な
る
効
果
を
生
み
出

す
）
の
研
究
を
求
め
ま
し
た
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
。
ア
そ
こ
に
焦
点
を
当
て

た
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
わ
な
い
か
。

イ
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
家
賃
助

成
を
実
施
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
に
し
た
調
査
を
予
定
し
て

い
る
。
イ
住
宅
相
談
は
福
祉
総

合
窓
口
に
つ
な
げ
る
。

❷
生
活
保
護
の
改
善
に
つ
い

て
。
ア
「
電
気
代
の
値
上
げ
で

エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
利
用
者
が
い
る
。
夏
季

加
算
や
見
舞
金
な
ど
の
支
給
を

行
わ
な
い
か
。
イ
高
齢
者
世
帯

な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
助

成
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
市
長
会
要
望
で
、

夏
季
加
算
の
支
給
、
都
の
独
自

の
対
応
を
求
め
て
い
る
。
イ
都

の
省
エ
ネ
事
業
を
紹
介
し
て
い

く
。❸

保
護
猫
活
動
に
支
援
を
行

っ
て
ほ
し
い
。

部
長
　
助
成
金
な
ど
の
情
報

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
伝
え
て
い

き
た
い
。

■
そ
の
他
、
C
o
C
o
バ
ス
の

運
賃
値
上
げ
を
元
に
戻
し
、
シ

ル
バ
ー
パ
ス
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
東
小
金
井
駅

で
の
ま
た
ぎ
利
用
の
改
善
、
ベ

ン
チ
の
設
置
、
回
数
券
販
売
所

の
増
設
、
北
東
部
循
環
の
バ
ス

停
を
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
北
口
付
近

に
新
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

全
国
及
び
都
内
で
学
校
給
食

費
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。
都

内
で
は
す
で
に
21
区
１
市
５
町

村
に
ま
で
実
施
及
び
実
施
予
定

で
あ
る（
質
問
時
点
）。
多
摩
格

差
と
言
わ
れ
財
政
的
に
実
施
が

難
し
い
と
言
わ
れ
る
多
摩
地
域

で
さ
え
や
っ
て
い
る
市
が
あ
る
。

日
本
共
産
党
は
長
年
、
無
償
化

を
求
め
続
け
一
般
質
問
や
条
例

提
案
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
子

育
て
世
帯
に
と
っ
て
経
済
的
負

担
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
学
校
給
食
費
は
、
義
務
教
育

は
本
来
無
償
で
あ
る
か
ら
、
無

償
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア

学
校
給
食
無
償
化
の
広
が
り
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。
イ
市

は
毎
年
の
よ
う
に
20
億
円
以
上

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
行
政
計
画
に
、
市
長
自

ら
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

定
め
た
小
金
井
３
・
４
・
11
号

線
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。
当

該
地
域
の
通
過
交
通
の
危
険
性

軽
減
の
た
め
年
間
約
400
万
、
延

べ
約
１
億
円
を
要
し
配
置
す
る

交
通
誘
導
員
を
今
後
も
継
続
す

る
の
か
。
イ
国
分
寺
崖
線
で
既

に
整
備
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路

２
路
線
に
つ
い
て
、
東
京
都
の

環
境
影
響
評
価
事
例
事
後
調
査

報
告
書
に
よ
る
と
環
境
に
係
る

測
定
値
は
予
定
値
を
下
回
り
環

境
が
破
壊
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。

道
路
整
備
が
は
け
と
野
川
の
自

然
を
破
壊
す
る
と
主
張
す
る
根

拠
は
。
ウ
地
域
防
災
計
画
で
は

都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
て
、
情
勢
の
変

化
に
応
じ
、
計
画
の
見
直
し
も

あ
り
得
る
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
都
市
計
画
道
路
の
整

備
対
策
が
不
要
に
な
っ
た
と
い

う
情
勢
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長
　
ア
財
政
負
担
軽
減
で

は
な
く
、
本
市
の
環
境
保
全
の

観
点
で
判
断
す
る
。
イ
環
境
が

変
わ
る
こ
と
は
壊
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
ウ
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
執
行
す
る
。

❷
市
内
関
係
者
が
広
く
参
加

し
、
少
量
多
品
目
生
産
を
中
心

と
す
る
都
市
農
業
が
持
続
可
能

と
な
る
た
め
の
施
策
基
盤
の
構

築
や
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

課
長
　
本
市
の
地
域
特
性
を

踏
ま
え
つ
つ
研
究
す
る
。

の
黒
字
を
出
し
て
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
、
基
金
に
積
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
活
用
し
、
市
と
し

て
学
校
給
食
費
無
償
化
を
行
う

べ
き
。

部
長
　
ア
物
価
高
騰
の
中
、

保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
ろ

う
と
、
都
内
の
一
部
の
自
治
体

で
期
間
限
定
等
を
含
め
て
無
償

化
を
行
う
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
一
般
財
源
を
捻
出
す
る
と

な
る
と
、
実
施
す
る
の
は
大
変

厳
し
い
。
学
校
給
食
費
無
償
化

は
国
レ
ベ
ル
の
施
策
で
実
施
す

る
も
の
と
考
え
る
。
イ
給
食
費

補
助
に
一
般
財
源
を
使
う
こ
と

は
難
し
い
。

■
そ
の
他
、
介
護
保
険
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
改
善
・
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

地
域
か
ら
の
難
民
支
援
と

精
神
障
が
い
者
の
退
院
支
援
を

東
小
金
井
駅
周
辺
の

自
転
車
置
き
場
の
増
設
を

小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
慎
重
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

強
化
を
求
め
る

70
年
間
で
117
億
円
の
ム
ダ

こ
う
す
れ
ば
防
げ
る

３
・
４
・
11
号
線
／
市
内
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

学
校
給
食
費
無
償
化
を

よ
り
良
い
介
護
保
険
制
度
に
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厚生文教委員会
10月30日（月）午前10時
11月８日（水）午前10時
▼国に対し「保育士配置基準の最低基準の引き上げ
と保育予算の大幅な増額を求める意見書」の提出を
求める陳情書　▼福祉的視点から高齢者施策の充実
を求める陳情書　▼客観的な証拠を提出できない公
務員の業務のあり方を改めることを求める陳情書　
▼応募者の人数について確認のとれない社会教育委
員の選考についてそれが適正に行われたかの調査を
求める陳情書　▼小金井市議会に対し国会は国民年
金法２４条を改正するよう求める意見書を提出するこ
とを求める陳情書　▼障害福祉計画及び介護保険・
高齢者保健福祉総合事業計画について　▼保育政策
の課題について

議会運営委員会
10月31日（火）午前10時
11月２7日（月）午後２時
▼議会改革に関する諸問題の調査　▼①次期定例会
（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営

に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に
関する調査、③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて

建設環境委員会
11月１日（水）午前10時
▼循環型社会の形成及び温室効果ガス削減に関する
調査　▼地域公共交通に関する調査

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会
11月10日（金）午前10時
▼技術的に懸念のある構造物を公共の建物に使わな
いことを求める陳情書　▼議会において新庁舎設計
案の見直しの決議を行うことを求める陳情書　▼庁
舎等建設及び公共施設マネジメントの推進に係る諸
問題の調査

行財政改革推進調査特別委員会
11月17日（金）午前10時
▼行財政改革の推進に係る諸問題の調査

総務企画委員会
11月２0日（月）午後１時
▼男女平等基本条例の理念を尊重し、小金井市の事
業や後援を適切に行うことを求める陳情書　▼小金
井市消防団第一分団における出動手当不正請求事件
について、全容解明と責任の所在の明確化を求める
陳情書　▼公益通報者保護法の趣旨に添い、あらゆ
る通報者情報暴露リスクから通報者を守ることを求
める陳情書　▼地方税法3４3条（固定資産税の納税
義務者）を改正する市議会の意見書を求める陳情書　
▼市長へのＥメールにおいて送信者の質問文を添付
して返答することを求める陳情書　▼情報公開請求
の決定期間延長の理由において「業務繁忙」を部局
判断で行わないことを求める陳情書　▼市民から預
かった文書類を軽易と判断する慣例もしくは風潮を
改めることを求める陳情書　▼小金井市文書管理規
程第９条の「軽易」についての定義を明確にし、全
庁的に統一した運用をすることを求める陳情書　▼
机を叩くなどの行為をする教育長の任命についてそ
の再認定を行うことを求める陳情書　▼物価高騰等
による燃料費補助支援の拡充を求める陳情書　▼小
金井宮地楽器ホールを市民が利用しやすい様に改善
を求める陳情書

閉会中の委員会日程及び審査案件

全員協議会を開催しました
【９月13日】
▼�　庁舎等複合施設建設事業の検
証結果及び再開について

広報協議会を開催しました
【９月21日・11月24日】
▼１　�各部会の状況報告について
▼２　�議会改革の調査事項について

障害者支援施設を小金井市内に作ることを求める陳情書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 厚 ８月３１日 採　択

健康保険証の存続を求める陳情書 × × × × 〇 △ 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 〇 × 〇 〇 × 厚 ９月２５日 採　択

市民の手による緑化環境保全推進のため草木類管理の手引きを作成し、その告知に努めることを求
める陳情書 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × 〇 × × × 建 ９月２５日 不採択

暫定庁舎案の策定を求める陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

指定管理者関係条例の違法条項の改正を求める陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × 総 ９月２５日 不採択

新庁舎等建設において約３０００㎡の広場を確保することを求める陳情書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

新庁舎と新福祉会館の耐震構造を同一にすることを求める陳情書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

新庁舎等建設の現設計を見直し、地下駐車場の廃止等で約２０００㎡の床面積削減を求める陳情書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

新庁舎等開設にあたって空きスペースとなる「保健センター」スペースの有効活用を求める陳情書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 △ △ △ × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

新庁舎等の建物の中に現在の床面積の約 ２倍の図書館本館を整備することを求める陳情書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × × × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

新庁舎「議場」スペースの多目的利用（市民利用含む）を可能にするため、具体的措置を求める陳情
書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 議 × × × × × 庁 ９月２５日 不採択

議会成果物のＨＰ公開において関連情報がワンストップでわかるようにすることを求める陳情書 × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 議 ９月２５日 不採択
（議長裁決）

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会  厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会  議：議会運営委員会
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。
【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　

参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

①令和６年１月26日（金）午後７時から
　会場：�東小金井駅開設記念館（マロンホール）集会室AB
②令和６年１月27日（土）午後２時から
　会場：小金井市役所本庁舎３階　第一会議室

※�詳細は決まり次第、市議会ホームページで紹介いたします。
※�後日、録画配信も予定しております。
※保育あります。（ 1歳児以上、要事前予約）

議会報告会を開催します！
～市民と議会の交流会議～

同じ内容で、2会場で開催します

　この研修は市民の方にも公
開しますので、ぜひ、ご参加
ください。
　また、当日はYouTubeに
て配信も行う予定です。

議員研修会を開催します

あなたの意見を

聴かせてください
！

テーマ　武蔵野新田開発について
日　時　令和６年１月16日（火）午後２時から
場　所　�小金井市役所本庁舎３階　第一会議室
講　師　大石　学　氏（東京学芸大学名誉教授）
定　員　40名（申込不要／当日先着順）
問合先　�議会事務局庶務調査係（☎042-３８7-９９47）

問合先：議会事務局庶務調査係（☎042-３８7-９９47）
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次の定例会は令和5年11月30日（木）開会予定です。

庁舎等建設費のコストダウンを図ることを目的とし
た検証で最も効果が出ると思われたのが、地下駐車場
をなくし、庁舎も福祉会館も耐震構造にするという方
法だった。しかし、検証の結果、これにより3.7億円の
削減効果が見込まれるものの、設計のやり直しに2.3億
円がかかることになり、差し引き1.4億円しかコスト
ダウンにならないことがわかった。しかも、設計のや
り直しで約１年工事着工が遅れることになる。ここし
ばらく建設業界は資材高騰が続いており、この１年で�
１億円高騰することになれば実質コストダウンがほぼ
０で、時間だけが長引いたこととなり、あまり意味のな
いことになる。
結局、この局面では実施設計のまま進めるか、それと
も設計のやり直しをするかという選択をせざるを得な
いが、この選択こそ、市政の最高責任者である市長が判
断すべきことであり、白井市長の責任で行うべきであ
る。昨年の協議の時に出た意見は、実際に検証しなけ
れば先に進めないと思っていたので、まとめを作る前
に辞職し、１年間止まってしまったことに関し、西岡前
市長の責任は重い。

今年6月に開催された令和5年第2回市議会定例会において、現設計の検証
を実施する予算を盛り込む修正案が可決されたことを踏まえ、コストダウン等
の観点から8月末日を期限として検証が実施されました。
その後、第3回市議会定例会において、市長から、設計のやりなおしによる
効果は見い出せなかったとの検証結果（右表）の報告と、それを踏まえた本事
業の再開方針が下記のとおり示されました。

我々は、他の施策に影響の出ない財政の見通しを示
して、早期に決着をつけるよう要望してきた。６月に
白井市長が示した再開予算とともに示された設計案
は、検討を中断していたものであった。結果、コスト
削減を懸念する公明党を始めとする４会派による修正
案が可決され、８月末までコストダウンに関する検証
が実施された。市長も意味のある検証であったと発言
をされていたとおりだが、９月に報告された結果では
残念ながら最も効果が期待されていた案（総耐震化及
び地下駐車場廃止）についても十分な財政効果が得ら
れないことがわかった。それらの結果を受け止め、我
が会派は「現設計を基に事業を速やかに再開するべ
き」と判断するに至った。10月から始まる市民説明
会においては、財政見通しを含め市民に丁寧に説明を
行い、今後事業が滞ることがないよう強く要望する。

検証の結果、現設計を前提にした場合、大幅なコス
トダウンは不可能であることが判明した。資材高騰の
中、建築コストは異様に膨れ上がっており、大幅なコ
ストダウンを可能にするための抜本的な設計の見直し
が急務である。私どもは、①執務面積は減らさず、地
下駐車場等をやめることで床面積を2000㎡削減し、
建築費及びライフサイクルコストを大幅に削減する、
②現設計では840㎡しかない広場の面積を3000㎡
にまで広げる、③現設計は庁舎部分と福祉会館部分の
耐震構造が異なるが、これを同一なものとしシンプル
な構造とする、④年間40日程度しか議会利用がない
議場スペースは、市民利用などの多目的利用がしやす
いよう、イス、机、設備等を可動式にするなどを見直
しのポイントとして提案している。
なお、問題の多い現設計のまま進めるのか、見直す

のかについては、費用負担者である市民の意向を丁寧
に確認する必要がある。現在の庁舎建設予定地に建て
るか、駅前に建てるかに関しては、市民1万人意向調
査が実施され、大差で駅前は否定された経緯がある。
市民参加条例を踏まえ、意向調査を実施すべきである。

現設計は、市民参加や議会の議決という民主的プロ
セスを経てきた。想定している建築単価も他市と比較
して妥当だ。新庁舎及び新福祉会館建設が進むことに
より、跡地活用を含むまちづくりや、今後の市民福祉
の増進に大いに寄与する。後戻りは許されない。

現本庁舎の耐震不足等の老朽化やエレベーターがな
いバリアフルな状況、非効率な分散庁舎、市民利用や
福祉の拠点となる福祉会館機能の早期回復、30年に
わたる第二庁舎ビルの賃借料は75億円を超え、さら
には建築資材の高騰など１日も早く結論を出すべき課
題であり、市長提案の本事業再開予算に賛成したが、
約600万円を増額した上に２か月の延伸となる議員提
案に対しては、市民の利便性や必要な機能を低下させ
ず大幅なコスト減の確実な担保の確認がないこと、提
案議員の考えが全く異なることなどから反対した。検
証結果は、西岡前市長時代から答弁されていた「床面
積の削減なしに大幅なコスト減は困難である」ことが
数値化され立証されるに留まり、まさに我が会派が予
め指摘したとおりの結果となったが、可視化されたこ
とにより共通の理解になったことは歓迎したい。本結
果を受け示された市の再開方針①新庁舎と（仮称）新
福祉会館の同時竣工、②広場の再検討を仕上げの実施
設計で行うことは、本来の検証目的であったコスト減
に資するものではないが、現実的で妥当な判断と評価
し、この方針に従い本事業を再開することを支持する。

現設計を基本とし、可能な限りの早期建設を目指す
よう求めてきた。議会が求めた検証の結果コストカッ
トの困難さが明確になり、理解が進んだと言える。今
後は必要な駐車台数を精査し、使い方を含め広場につ
いて検討を重ね、議会での合意形成に努めていきたい。

現設計での大幅コストダウンは難しいと判断し、検
証に反対したが、13人の議員はこれを必要とした。８
月末に検証結果が出て、大幅なコストダウンは難しい
ことが数字で示された。今の小金井市が庁舎建設を進
めるために、数値化する作業は必要な手続であった。

今定例会で新庁舎等建設実施設計委託について年度
をまたぐための手続（債務負担行為）を設定する補正
予算が賛成多数で可決されたことで、長年の課題であ
った新庁舎建設がようやく前に進む。山積する課題を
ひとつずつ解決していくための大きな一歩である。

新庁舎等建設の設計の検証が行われたことは意義が
あったと考えるが、そのまま実施設計を再開すること
には問題がある。検証の結果、現設計ではコストダウ
ンが望めず、市民生活に影響を与えないために現設計
を見直し、思い切ったコストダウンを行う必要がある。
市民説明会を行わないうちに実施設計の予算を再開
することは可決された決議にも反する。市民説明会は
新たな予算措置をしなくても実施できる。
日本共産党が他会派と共同で組替え案を提案したよ
うに、１万人アンケートなどを行い、市民に現設計の
是非を含めて意見を聞くべきである。
また、「見直し案」は建設費で23億円、ライフサイ
クルコストは70年間で117億円ものコストダウンに
なると試算されており、比較検証を行うことが必要で
ある。

現設計に対する検証結果が
報告されました

新庁舎及び（仮称）新福祉会館建設事業

検証結果（概要）

（1）�（仮称）新福祉会館先行竣工に伴う課題解消のため、新庁舎と（仮
称）新福祉会館の同時竣工（検証結果④）のみ設計に反映させる。

（2）広場（検証結果⑨）については、拡大が可能か、詳細検討する。

検証結果を踏まえての市の再開方針

概要
設計
期間

（か月）

設計
費用

（億円）

工期
「福祉会館
/庁舎」
（か月）

工事費
増減

（億円）

設計費用と
工事費増減
の合計額
（億円）

① 総耐震＋地下駐車場廃止＋
立体駐車場 15 2.3 20／26 －3.7 －1.4

② 総免震化 18 2.2 27／29 ＋3.0 ＋5.2
③ 地下駐車場廃止＋立体駐車場 18 1.7 22／27 ＋3.1 ＋4.8
④ 同時竣工時の影響 1 0.1 29／29 －0.1 ＋0.0
⑤ 外壁仕様変更 6 0.5 22／31 －0.1 ＋0.4
⑥ 庁舎西側階段の削減 4 0.4 22／29 －0.1 ＋0.3
⑦ 議場の上部カット 9 0.5 22／29 －0.1 ＋0.4
⑧ 庁舎北面3階以上段状形状見直し 18 2.1 22／29 －2.7 －0.6

⑨-1 広場の再検討（地上駐車場縮小＋立体駐車場） 4 0.3 22／29 ＋4.5 ＋4.8

⑨-2 広場の再検討（地上駐車場縮小①） 4 0.3 22／29 －0.0 ＋0.3
⑨-3 広場の再検討（地上駐車場縮小②） 4 0.3 22／29 －0.0 ＋0.3
⑨-4 広場の再検討（駐輪場縮小①） 4 0.3 22／29 －0.2 ＋0.1
⑨-5 広場の再検討（駐輪場縮小②） 4 0.3 22／29 －0.2 ＋0.1

市民のみなさんに市議会をより身近に感じていただくための広報改革の一貫として、令和５年第３回市議会
定例会から第二庁舎北駐車場の南側フェンスに張り出しました。今後、市議会定例会の開会中に張り出してい
きます。

横断幕を作りました

生活者ネットワーク 緑・つながる小金井 街の仲間たち

日本共産党小金井市議団 小金井市議会公明党 小金井をおもしろくする会

「抜本的見直しを含めた協議」による検証の結果、大
きく減額できる設計変更案はないとの結論により、市
長はほぼ現設計で進める結論を出した。元々増額とな
る変更項目を含んでおり、議会がコストダウンを求め
るのであれば、検証の必要性はなかったと言える。

参政党小金井

自由民主党・信頼の小金井 みらいのこがねい 子どもの権利を守る会

検証結果及び市の再開方針に対する市議会各会派の見解を下欄に掲載しまし
たので御一読願います。

原稿は議員が作成しています
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